
快適で安全な道づくり事業事業名

主要地方道宇都宮向田線
宇都宮市板戸町
平出板戸Ⅱ期 L=1,000m

事業箇所

栃木県事業主体

県土整備部 道路整備課事業担当課
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栃木県公共事業再評価 概要書
【県土整備部 道路事業】
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Ⅰ 事業の概要
【目的】

本路線は、新４号国道や国道408号
を横断し、鬼怒川左岸地域に位置する
大規模な工業団地群にアクセスする、
本県の産業・経済活動を支える重要な
路線である。

平出板戸Ⅱ期工区の４車線化を行う
ことにより、板戸大橋周辺の交通渋滞
の緩和や物流の効率化および地域間の
連携・交流が図られる。
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令和5(2023)年度～令和10(2028)年度
（令和5(2023)年度～令和9(2027)年度）

目標事業期間
（変更前）

令和5(2023)年度 事業化
令和6(2024)年度 工事着手
令和7(2025)年度 再評価（今回）

事業経過

89.0(66.0)億円
［0(0)億円］※( )は前回計画時

全体事業費
[うち用地補償費]

Ｌ＝1,000m
［Ｌ＝ 0m］※下部工11/18基 完了

事業延長
[うち整備済延長]

基準年次：【令和7年度末時点】
費用 進捗率

既投資事業費 37.9億円 43％
進捗率

【現況】

平出板戸Ⅱ期工区
L=1,000m〔うち橋梁区間L=920m〕
W=6.5(11.0)m

64
うつのみやむかだせん

(主)宇都宮向田線
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清原工業団地
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芳賀町

高根沢町

宇都宮市

完成４車線
供用済

暫定
２車線
供用済

完成４車線
供用済

芳賀第２
工業団地

台の原産業団地
（Ｒ１０造成開始予定）

４車線供用済

２車線供用済

評価区間

常総・宇都宮東部連絡道路

事業位置

【事業概要図】



Ⅰ 事業の概要Ⅰ 事業の概要

■平面図
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鬼怒川

64

平出板戸Ⅱ期工区
L=1,000m〔うち橋梁区間L=920m〕
W=6.5(11.0)m

４車線供用済

２車線供用済

評価区間

常総・宇都宮東部連絡道路

至 芳賀町

至 宇都宮市街地

【事業内容】
■状況写真

至 宇都宮市街地

至 芳賀町

鬼怒川

着手前状況

至 宇都宮市街地

②渋滞状況

至 板戸大橋

橋梁部のみ２車線

① ②

①

②



【今後の事業進捗の見込み】
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Ⅱ 事業の評価

【全体事業費の見直し】

66.0  億円 ⇒  89.0億円（＋ 23.0億円）事業費
64.0 億円 ⇒  87.0億円（＋ 23.0億円）

2.0  億円 ⇒  2.0億円（＋ 0億円）
工事費
測量設計費

内
訳

前回計画
(R5年度)

今回計画

・事業期間の見直し ・総事業費の見直し
令和9年度 ⇒ 令和10年度 66億円 ⇒ 89億円

１ 費用対効果分析結果

２ 事業の整備効果等
• 高規格道路常総・宇都宮東部連絡道路へのアクセス道路として一体となって整備することで、地域間の

連携・交流の促進が図られる。
• 新４号国道や国道408号と鬼怒川左岸地域の大規模な工業団地群との連絡が図られることで物流ネット

ワークが強化され、産業・経済活動の支援につながる。
• 交通渋滞の緩和により、道路利用者の円滑な通行が確保される。

【事業の投資効果】

総費用（Ｃ）総便益（Ｂ）Ｂ／Ｃ

85億円114億円1.3（１）事業全体

49億円114億円2.3（２）残事業



Ⅱ 事業の評価
【事業の進捗状況等】 ※令和７年度末時点
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【コスト縮減等】

【事業の対応方針（案）】

本計画で事業を継続する。

２ 今後の事業進捗の見込み
• 工事を推進し、令和10年度を目標に事業

完了を図る。

１ 事業の進捗状況
• 全体事業進捗率 ４３％
• 工事 ４３％

２ 代替案立案等の可能性
• 事業区間については完成４車線で用地取得

済であり、橋梁工事にも一部着手している
ことから、引き続き現計画で事業を継続す
ることが妥当と考える。

１ コスト縮減方策
• 橋梁上部工の合理化構造の採用や再生材

の利用に努め、コスト縮減を図る。

至 宇都宮市街地

渋滞状況

至 板戸大橋

至 宇都宮市街地

至 芳賀町

鬼怒川

R8.1
左岸側の状況

整備中

至 宇都宮市街地

至 芳賀町
鬼怒川

R8.1
右岸側の状況

整備中


